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一 消費生活センタ

豊かな消費生活のための

啓発や廂品テストなど

昨年5月の消費者保護薬本法の成立をきっかけとし

て，消費者利益の擁護とその増進をはかるための総合

的なセンター，「消費生活センター」設骰の動きが各地

にみられる。大阪では，さる 8月sn, 北区桜栢1こオ
ープン，主婦や高校生など侑日 100人前後の人が見学

に訪れ，センターヘよせられる期待は大きい。

盟かな消費生活をするために，またかしこい消毀者

になるために，センターのおこなう業務ぱ，消費者の

啓発，相談および苦梢処理，商品テスト，消費者問題

の調査研究などにわかれていて，府の職員10名と，財

団法人関西消費者協会から出向の職員2名がおのおの

業務を分担している。

入口をはいるとすぐ左手に相談コーナーがあり，こ

こでは，消喪生活相談，買い物相談，苦情相談などを

うけつけている。 9月実績をみると，相談苦閲受付件

数は84件，種類別にみると，やはり食料品が425'6とト

ッフ゜，ついで，衣料品，哀具129'る，電気，ガス，石油

堺具6,96とつづく。特遥あずきのかんづめ．あけてみ

たらとんでもないくずあずきだったといったような苦

梢ももちこまれたそうだ。 PRがゆきとどいているの

か，他府県から中「l談をもちかけてこられる方もあると

しヽう。

プルーの比而に，明るい色彩のはえる殷示ホールは

約60坪，食品コーナー，家庭用品コーナー，品質表示

コーナーなどにわかれている。パンフレットによる

と， じょうずな買い物をし， じょうずに使うための商

品知識，または生活設計や衣食住など生活の参考にな

る府品の実物やパネル，写真などが展示してあるとい

うことだが，消費生活センターという名称から想像し

たのとはうらはらに，いたってありふれた内容であ

る。

例えば，織維コーナーでは，種類．用途，特徴，廊

標名．洗濯のしかたなどがそれぞれの繊維について説

明されているが，これなど，主婦を対象とした雑誌な
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どでもみかけるものにすぎない。見学者は，展示物を

ー通りみて，読んではみるが，それだけに終わってし

まいそうな気がする。

ここには府の公報コーナーが併設されている。展示

ホールの約半分をしめるこのコーナーにある長さ10メ

ートルの大パノラマや，航空映画，大阪の百年史な

ど，工夫のあとのうかがえるもので楽しい。ホール奥

の府努コーナーは，濃いプルーの壁に，各テーマにち

なんだ写真扉がしゃれていて，警察，衛生，労働，住

宅，所得，産業など14のテーマにわかれ，それぞれの

扉をあけるとテープがまわりだし，説明が聞けるよう

になっている。

大研修室では，ちょうど30人程の主婦が集まってい

て， 「電化生活を楽しく」という映画が上映されてい

た。ここでは，消費生活講座，くらしの 1日請座な

ど，主婦を対象に，生活を合理化し，快適な日常生活

ができるように，消挫者問題，衣食住，生活設計など

について，理論と実験，実習を組み合わせた講座が開

催される。

大，小の研修室につづく実験実習古iでは，冷凍食品

を使って凋理講習が行なわれ，にぎやかな風景であ

る。ガラスごしにのぞいた電気，級維，化学などの試

験室では，不当表示，規格迅反，有宙，あるいは，危

険性などから消費者を保渡するために，食品，栽維製

品，電気用品等に関して，品質，性能，安全性などに

ついて，商品テストが行なわれる。しかしながら，テ

ストの結果について，センクーがどの程度の権限を有

するのかという点になると問図があるらしい。結果が

かんばしいものでなかった抄｝合でも公けにするわけ

にはいかないそうで，その苦情をもちこんだ人に伝え

られるだけとか，大阪人らしからぬもったいない話で

ある。

めまぐるしい技術革新の結呆，多種多様な商品がう

みだされ，新たな消費者問題が生まれつつある中で，

スタートしたばかりのこのセンターの果す役割はます

ます増大するであろう。
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